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 長野県の和田峠に近いところにある「芙蓉パーライ

ト」では、黒曜石片を熱して、パーライトを製造・販

売している。林間学校から帰ったあと、送っていただ

いた原料（黒曜石砕片）を熱して、パーライトを作る

実験を授業で見せることにした。 

 

（２ページ目に拡大画像） 

 記録はノートでも良いのだが、今回は「黒曜石」と

いう子どもたちにあまり馴染みのない教材なので、ワ

ークシートを作って配布することにした。私の授業で

は、普段あまりしないことである。 

 ワークシートには利点と欠点があると思う。「書く

項目」があらかじめわかっているので、ノートづくり

が苦手な子どもでも、比較的まとめやすい。教師にと

っても活動の流れがはっきりするので、安心して授業

ができる。一方、書くことの自由度が低く、項目によ

ってはどの子どもも全く同じ内容の記述に終わって

しまうという欠点もある。 

 

 これが、芙蓉パーライトさんが送って下さった、パ

ーライトの原料の黒曜石砕片である。１つの粒の直径

は小さいもので 5mm、大きなものでもせいぜい 15mm程

度だ。熱を加えて加工する原料なので、このように小

さな粒のほうが速く熱が回って好都合なのだろう。 

 

 しかし各々の粒をよく観察すると、透光性の良い粒

がたくさん見つかり、まぎれもなく長野県産の黒曜石

とわかる。白い粒も内部は黒く、すべて黒曜石である。 

 

 一方、こちらは市販のパーライトの粒だ。白い粒が

多いが、黒っぽいものも含まれている。持ってみると、

実に軽い。「ひなあられ」の重さに近い。硬い黒曜石

から、本当にこんなものができるのだろうか？ 



 

 

 

 

 


